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主要ニュース 

【内政】●ＤＮＡは，議会下院に対し，ポンタ首相に対する刑事捜査開始を請求した。首相就任

後の容疑である利益誘導（収賄）については捜査の開始が下院で否決されたが，首相

就任以前の容疑については捜査が継続される。 

●ポンタ内閣不信任決議案が議会で否決された。その後，痛めた膝の手術を受けたポンタ

首相は，療養をトルコで行い，ポンタ首相不在時の暫定首相にはオプレア副首相が任

命された。 

●議会においてウングレアーヌ元首相のＳＩＥ長官就任が，野党のほか与党ＵＮＰＲの賛

成により承認された。 

【外政】●国家安全保障戦略が策定された。 

【経済】●食料品及び外食産業にかかる付加価値税率を６月１日から２４％から９％へ引下げた。 

●付加価値税率を２０１６年に，現行の２４％から１９％へ引下げること等を内容とする

税制法案がルーマニア議会下院において，賛成３０６，反対２，棄権１，で承認され

た。 

●２０１５年第１四半期のＧＤＰ成長率暫定値を，対前期比で１．６％（季節調整後），

また対前年同期比で４．２％（季節調整後）とし，それぞれ据え置いた。（ＩＮＳ） 

●世界銀行はルーマニアの２０１５年ＧＤＰ成長率予測を，前回予想の２．９％から３．

０％に上方修正した。 

●１～４月末のＦＩＤは対前年同期比で４８％増加。（ＢＮＲ） 

【我が国との関係】●シビウ国際演劇祭で，演出家の串田和美氏が「殿堂入り」を果たした。 

 

内政

■ポンタ首相に対する刑事捜査開始請求 

【容疑の概要】 

・５日，ＤＮＡ（国家汚職対策局）は，ポンタ首相に

対して利益誘導（収賄）等の容疑で刑事捜査を開始す

ることに対する同意請求を下院に提出した。同首相に

対する容疑の概要は次のとおり。 

：２００７年から２００８年にかけて，ポンタ首相が

代表を務めていた法律事務所はショバ元運輸相の法律

事務所から実態の無い法律相談の対価として計約１８

万レイを受領。その後，２０１１年，ポンタ事務所は

法律相談料の成果物としての報告書を作成しショバ事

務所に提出。 

：そのほか２００９年までポンタ事務所はショバ事務

所からリース契約による自動車の提供を受けていた。

その後リース契約はポンタ事務所に引き継がれたが，

それまでショバ事務所が支払った約８万レイについて

は返還されなかった。 

：ポンタ事務所がショバ事務所から約２５万レイ（約
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５万６千ユーロ相当）の金銭と自動車の提供を受け，

ポンタ下院議員が首相に就任した後に，同首相がショ

バ元運輸相をポンタ内閣の閣僚に指名したことが，文

書偽造，脱税及び資金洗浄の共犯並びに利益誘導（収

賄）に当たる可能性がある。 

（注１：閣僚の責任に関する法律第１１５号は，「閣

僚がその職務の中で行った行為に対する刑事捜査は，

議会下院，上院または大統領のみがそれを請求する権

利を有する」と規定している。） 

（注２：憲法７２条の規定に従い，国会議員は議会の

同意なしに逮捕，拘留等されることはないが，投票及

び政治的発言に関するものを除く事実に関する刑事捜

査を開始するために議会の承認は必要とされない。そ

のため，議会による刑事捜査開始請求承認の是非にか

かわらず，上記容疑のうち，ポンタ議員が首相に就任

する前に行ったとされる文書偽造，脱税及び資金洗浄

の共犯容疑並びに２００４年に行ったとされるショバ

事務所への秘密情報の提供については捜査が進められ

ている。） 

【主な反応】 

・５日，ＤＮＡによる刑事捜査開始請求を受けて，ヨ

ハニス大統領は，ポンタ首相の辞任を求める発言を行

ったが，ポンタ首相は首相を辞職させられるのは議会

のみであると反応して辞任する考えがないことを明ら

かにした。（同日夕，国営ＴＶに出演したヨハニス大

統領は，その後ポンタ首相と会話したことを明らかに

し，その中で同首相が自らの進退について検討すると

反応した旨述べた） 

・５日，連立与党の一角を占めるＵＮＰＲ（ルーマニ

アの進歩のための国民同盟）は，プレスリリースを発

出し，ＵＮＰＲは政権与党の一員であり続け，ポンタ

首相及びヨハニス大統領との公正な政治的パートナー

シップを維持するとの立場を表明した。 

・７日，ＰＭＰ（国民の運動党。野党）は，ポンタ首

相の辞任を求めるデモを首相官邸前で行った。 

・７日，ゴルギウＰＮＬ共同党首は，もはやポンタ首

相の正統性を認めない旨述べた。また，ブラガ同党共

同党首は内閣不信任決議が採択される日（下記「ポン

タ内閣不信任決議案の提出」参照）には，（ポンタ首

相への抗議の現れとして）議会宮殿の周囲に「人の鎖」

を組織する旨述べた（「人の鎖」の組織計画はその後

撤回された）。 

・８日，タリチャーヌ上院議長（ＰＬＲ（改革自由党。

与党）党首）は，ポンタ首相に対する刑事捜査開始請

求は，政府転覆計画であると述べた。 

【下院における採決】 

・９日，ポンタ首相に対する刑事捜査開始請求を承認

することの是非につき議会下院で採決が行われ，賛成

１２０票，反対２３１票で同請求は否決された。ポン

タ首相は，同日夕出演した民放ＴＶ局のインタビュー

において，「私は日曜（７日）に辞職しないことを決

心した。この決心は決して変わらない」と答えた。 

 

■ポンタ内閣不信任決議案の提出 

・５日，ＰＮＬ（国民自由党。野党）は，在外ルーマ

ニア人に投票の機会を与える郵便投票制度の導入につ

いて適切な検討を怠ったとして，ポンタ内閣不信任決

議案を提出した。 

・１２日，ポンタ内閣不信任決議が議会両院合同会議

で採決に付され，出席議員３６４名中，２１４名が投

票し，賛成１９４票，反対１３票，無効７票で否決さ

れた。内閣不信任決議可決のためには，全５５４議席

の過半数にあたる２７８の賛成票が必要であった。 

 

■ポンタ首相の首相職務停止とオプレア暫定首相の

任命 

・１５日，ポンタ首相は，５月２４日に参加したバス

ケットボールの試合で痛めた膝の手術をイスタンブー

ル（トルコ）の病院で受け，そのまま同病院に入院し

た。１６日，ポンタ首相不在中の首相代行（注１）に

オプレア副首相が指名された。 

・入院は当初６月１９日までとされていたが，２１日，

首相府は，ポンタ首相は同日退院したが今後困難なリ

ハビリ期間を必要としており，首相の職務を再開する

までには最大２８日ほどかかる可能性があるとして，

ポンタ首相は，憲法１０７条の規定に基づき，オプレ

ア副首相を暫定首相（注２）に任命するようヨハニス

大統領に通知する意向である旨発表した。 
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・２２日，ヨハニス大統領は，ポンタ首相が職務を遂

行出来ない間の暫定首相にオプレア副首相兼内務相を

任命する大統領布告に署名した（２４日，プルンブＰ

ＳＤ全国評議会議長（労働相）がＰＳＤ党首代行に指

名された）。 

 

（注１：政府及び省庁の機構及び活動に関する法律第

１９条（同条は「首相は，首相の職務遂行の一環とし

て，法律の定めに従い首相決定を発する」と規定する）

に基づき，首相は，首相決定により，政府の活動のう

ち実施にかかわるものの指揮監督権限を他の閣僚に一

時的に委譲することができる。） 

（注２：憲法第１０７条第３項は，「首相が，辞職を

除く，第１０６条が規定する状態のいずれかに該当す

る場合もしくは首相としての職務を遂行できる状態に

ない場合，ルーマニア大統領は，新たな政府樹立のと

きまで，首相の職務を遂行するために，他の閣僚の中

から暫定首相を任命する。首相が職務を遂行できない

場合に置かれる暫定首相職は，首相が政府の活動を再

開したときに終了する」と規定する。暫定首相職の設

置期間は最大４５日（憲法第１０７条第４項）。） 

 

■ウングレアーヌＳＩＥ長官の就任 

・２４日，ヨハニス大統領は，２０１４年９月以来空

席となっていたＳＩＥ（対外情報庁）長官のポストに

ウングレアーヌ元首相（ＰＮＬ所属上院議員，元ＳＩ

Ｅ長官，元外相）を指名する旨発表した。これに対し，

同日夕，オプレア暫定首相（ＵＮＰＲ党首）は，民間

ＴＶ局のインタビューにおいて，ＵＮＰＲとしてウン

グレアーヌ元首相のＳＩＥ長官就任を支持する考えを

表明した。一方，ＰＳＤ及びＡＬＤＥは，現ＰＳＤ政

権はウングレアーヌ内閣に対する不信任決議採択の結

果成立したのであり，自分たちが否定した人物を支持

することはできない等として，同元首相のＳＩＥ長官

就任に反対する姿勢を示した。 

・３０日，ウングレアーヌ元首相のＳＩＥ長官就任の

是非を問う投票が議会上下両院合同会議で行われ，Ｐ

ＮＬ，ＵＤＭＲ等及びＵＮＰＲによる賛成多数で同元

首相のＳＩＥ長官就任が承認された。投票には，２８

９名の議員が出席し，賛成２７８票，反対６票，棄権

５でウングレアーヌ元首相のＳＩＥ長官就任が承認さ

れた。ＳＩＥ長官の議会による承認は出席する議員の

過半数をもって可決される。 

 

■ルス運輸相の辞任 

・１１日，ルス運輸相が辞任した。前日に放送された

民放ＴＶ局のインタビューにおいて，外国で働くルー

マニア人の一部を「浮浪者のようなもの」と呼んだこ

とを受けたもの。 

 

■新党ＡＬＤＥの結成 

・１８日，タリチャーヌＰＬＲ党首は，同じく連立与

党を構成するＰＣ（保守党）との合併を発表し，新党

名をＡＬＤＥ（自由民主同盟）とする旨述べた。 

 

■ＵＮＰＲによるＰＰＤＤの吸収合併 

・２９日，オプレアＵＮＰＲ党首（暫定首相）は，同

党によるＰＰＤＤ（ダン・ディアコネスク人民党）の

吸収・合併を発表した。 

 

外政 

■主な要人往来 

・５日，ティマーマンス欧州委員会副委員長がルーマ

ニアを訪問し，ヨハニス大統領等と会談した。 

・１０-１１日，ヨハニス大統領は，ブリュッセルで開

催されたＥＵ－ＣＥＬＡＣ（カリブ・ラ米国家共同体）

会合に出席した。 

・１５-１６日，ヨハニス大統領はクロアチアを訪問し，

グラバロ＝キタロビッチ・クロアチア大統領と会談し

たほか，ミラノビッチ同国首相，レコ同国議会議長と

会談した。 

・１５日，アウレスク外相は，マケドニアで開催され

た中欧イニシャティブ外相会合に出席した。 

・１７-１８日，カヴァコ・シルバ・ポルトガル大統領

がルーマニアを訪問し，ヨハニス大統領と会談したほ

か，オプレア副首相（首相代行），上下両院議長等と

会談した。 

・１７-１８日，アウレスク外相はモルドバを訪問し，
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ゲルマン・モルドバ副首相兼外務・欧州統合相等と会

談したほか，同国で開催されたＢＳＥＣ（黒海経済協

力機構）外相会合に出席した（下記「ＢＳＥＣ関係」

参照）。 

・２２日，アウレスク外相は，ルクセンブルクで開催

されたＥＵ外務理事会に出席した。 

・２５-２６日，ヨハニス大統領は，ブリュッセルで開

催された欧州理事会に出席した。 

 

■ＢＳＥＣ関係 

・１８日，キシナウで開催されたＢＳＥＣ外相会合に

出席したアウレスク外相は，７月１日のルーマニア議

長国就任に先立ち，ルーマニアの優先分野等について

概要次のとおり述べた。 

：ルーマニアはＢＳＥＣの枠組みにおける地域協力を

重視ししている。 

：『Building Stability, Enhancing Connectivity』

をモットーに，ルーマニアは，運輸，環境，エネルギ

ー及び内務分野における協力の強化（とりわけ組織犯

罪対策）に重点を置く。 

：ＥＵとＢＳＥＣとの間の対話の活性化，ＢＳＥＣの

活動へのＥＵの参加促進及び『黒海シナジー』の実現

を目指す。 

 

■国家安全保障戦略の策定 

・２３日，ルーマニア国家安全保障戦略２０１５－２

０１９が議会で承認された。ポイントは次のとおり。 

 

：広義の国家安全保障概念を採用する必要があるとし

て，国防（自国防衛，集団防衛），治安，諜報・防諜

活動に加え，教育，保健・医療，経済，エネルギー，

財政，環境，インフラ分野においても対策を講じるこ

との重要性に言及。 

：広義の国家安全保障概念は，ＥＵの欧州安全保障戦

略及び欧州治安戦略に示される安全保障に関する欧州

の原則を体現したものであると同時に，グローバルな

レベルにおけるパラダイム・シフトを念頭においたも

のであるとして，地域の現状としてＮＡＴＯとロシア

の関係の悪化，グローバルな課題としてテロの台頭を

特に指摘。 

：安全保障環境に対する新たな挑戦の前には如何なる

国家も一か国で自国の安全保障を確保することはでき

ず，国際的な協力メカニズムとの協働が必要であるこ

とを指摘の上，ＮＡＴＯ及びＥＵ加盟国としての信頼

性の増進と米国等との戦略的パートナーシップの拡

大・強化の必要性に言及。 

 

経済 

■マクロ経済 

・２日，国家統計局(ＩＮＳ)は，４月の工業製品物価

指数が，対前月比で０．５％，対前年同月比で２．８％

それぞれ低下したと発表。(ＩＮＳ) 

・３日，ユーロスタットは，４月の小売業売上高(季節・

労働日数調整後，対前月比)が，ユーロ圏で０．７％，

ＥＵ２８か国で０．６％，それぞれ増加したと発表。

対前年同月比では，ユーロ圏で２．２％，ＥＵ２８か

国で２．６％，それぞれ増加した。なお，対前月比で 

最も増加したのはアイルランド（＋３．２％），次い

でルーマニア(＋３．１％)，ドイツ(＋１．７％)。対

前年同月比ではルーマニア（＋８．１％）が最も増加

し，次いでアイルランド（＋６．９％），ハンガリー

（＋５．３％）。(ユーロスタット) 

・４日，４月の小売業売上高(季節・労働日数調整後，

自動車・バイクを除く)は，対前月比で３．１％，対前

年同月比で７．５％，それぞれ増加した。１月～４月

の小売業売上高(季節・労働日数調整後，自動車・バイ

クを除く)は，対前年同期比で４．４％増加。（ＩＮＳ） 

・５日，２０１５年第１四半期のＧＤＰ成長率暫定値

を，対前期比で１．６％（季節調整後），また対前年

同期比で４．２％（季節調整後）とし，それぞれ据え

置いた。ＧＤＰ成長率に大きく貢献した分野は，卸売・

小売業(１．０％)，工業(０．９％)及び情報・通信業(０．

９％)であった。(ＩＮＳ) 

・９日，１月～４月の輸出は，対前年同期比で５．０％

（レイ建４．０％）増加して約１７７億８，０５０万

ユーロ（７９１億７０万レイ）となり，輸入は５．９％

（レイ建４．８％）増加して約１９７億９，８６０万

ユーロ（８８０億４，１１０万レイ）となった。１～
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４月の貿易赤字額は，対前年同期比で約２億５，５５

０万ユーロ（約１０億４，０４０万レイ）増加して，

約２０億１，８１０万ユーロ（約８９億４，０４０万

レイ）。(ＩＮＳ) 

・１０日，４月の工業売上高(名目)は，対前月比で７．

２％，対前年同月比では０．８％それぞれ減少した。

１～４月の工業売上高(名目)は，対前年同期比で１．

７％増加。(ＩＮＳ) 

・１０日，４月の新規工業受注高(名目)は，対前月比

で５．７％減少，対前年同月比で４．１％増加した。

１～４月の新規工業受注高(名目)は，対前年同期比で

２．１％増加。(ＩＮＳ) 

・１１日，５月の消費者物価上昇率は，対前月比で０．

４７％となり，４月の０．１３％から増加。対前年同

月比では１．１６％で，４月の０．６５％から増加。(Ｉ

ＮＳ) 

・１１日，４月の工業生産高(季節・労働日数調整後)

は，対前月比で不変，対前年同月比で４．１％増加。

１～４月の工業生産高(季節・労働日数調整後)は，対

前年同期比で３．４％増加。(ＩＮＳ) 

・１２日，４月の自動車・バイク小売業売上高(季節・

労働日数調整後)は，対前月比で１．５％減少し，対前

年同月比で７．６％増加した。１～４月の自動車・バ

イク小売業売上高(季節・労働日数調整後)は，対前年

同期比で６．６％増加。(ＩＮＳ) 

・１６日，２０１４年における，ＥＵ２８か国の一人

当たり消費及び一人当たりＧＤＰをそれぞれ１００と

した場合，ルーマニアは消費が５５，ＧＤＰが５４で，

ＥＵ２８か国で２番目に低かった。最も高かったのは

ルクセンブルク（消費１４０，ＧＤＰ２６３）で，最

も低かったのはブルガリア(消費４９，ＧＤＰ５４)。

(ユーロスタット) 

・１７日，５月のユーロ圏及びＥＵ２８か国の消費者

物価上昇率は，それぞれ０．３％であった。４月の０．

０％から上昇した。最も高かったのはルーマニア及び

マルタ（１．３％）で，次いでラトビア（１．２％）。

(ユーロスタット) 

・２２日，２０１４年の消費財・サービス価格は，Ｅ

Ｕ２８か国でデンマークで最も高かった（ＥＵ２８か

国平均の１３８％）。最も低かったのはブルガリア（同

４８％）で，次いでルーマニア（同平均の５４％），

ポーランド（同平均の５６％）。(ユーロスタット) 

 

■ＩＭＦ，国際機関関係 

・欧州基金省は，５月末時点の欧州基金吸収率を５４．

４２％と発表。４月末から０．２％の増加となった。(欧

州基金省，５日付アジェルプレス通信) 

・１１日，世界銀行は，世界経済見通報告書にてルー

マニアの２０１５年ＧＤＰ成長率予測を，前回報告書

での予想２．９％から３．０％に上方修正した。２０

１６年の経済成長率は３．２％で不変。２０１７年Ｇ

ＤＰ成長率予測は前回の３．９％から３．５％に下方

修正した。(世界銀行) 

 

■産業界の動向 

・１６日，エネルギー規制局（ＡＮＲＥ）によると，

１～５月のエネルギー輸出量は対前年同期比で２

７％増加し，輸入量は２６％増加した。(ズィアル

ル・フィナンチアル紙) 

・１６日，欧州自動車工業会（ＡＣＥＡ）は，１～

５月におけるルーマニアでの自動車新規登録台数

は２万５千８４２台となり，対前年同期比で６．

４％増加した。また，ヨーロッパでのダチア新車登

録台数は１６万５千９３３台となり，対前年同期比

で７％増加した。また，５月末のダチアのヨーロッ

パでの市場シェアは２．９％になり，２０１４年５

月末の２．８％から上昇した。(ズィアルル・フィナ

ンチアル紙) 

・１７日，ルーマニア運転免許証・自動車登録局（Ｄ

ＲＰＣＩＶ）によると，１月～５月にかけて，高級

車登録台数が６，０７０台に達し，対前年同期比で

１３．１６％増加した。(アジェルプレス通信) 

・ルーマニア自動車製造業者輸入者協会（ＡＰＩＡ）

によると，１～５月にかけて自動車販売総額は対前

年同期比で１７．９％増加した。商業用自動車を含

めると１８．３％増加した。(１９日付けズィアル

ル・フィナンチアル紙) 
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■投資関連動向 

・８日，公共財務省は，過去１０年間において初めて，

個人投資家向けの国債発行を開始した。利率は，１９

日までの割当期間の終了後，２２日に決定される。(８

日付ナインオクロック紙)（当館注：利率は２．１５％

となった） 

 

■公共政策 

・１８日，ヨハニス大統領は，自己破産法案を発布し

た。ただし同法が施行されるには自己破産法適用法( 

Law on the Norms of Application of the Personal 

Insolvency Law) が発布される必要があり，これはま

だ準備されていない。(２０日付ズィアルル・フィナ

ンチアル紙) 

 

■財政政策 

・１日，食料品（アルコール飲料を除く）及び外食産

業にかかる付加価値税を２４％から９％へ引下げた。 

・２２日，国税庁は，１月～５月における税務調査の

結果摘発された損害は約４８億レイにのぼり，対前年

同期比で８７％増加したと発表。(２２付アジェルプレ

ス通信) 

・２４日，付加価値税率を現行の２４％から２０１６

年に１９％へ引下げること等を内容とする税制法案が

ルーマニア議会下院において，賛成３０６，反対２，

棄権１，で承認された。同法案は，２０１６年からの

特別建設税及びガゾリン等にかかる燃料税の廃止を含

む。 (ズィアルル・フィナンチアル紙) 

・２６日，公共財務省は，５月末のルーマニアの財政

収支は約６３億レイ，対ＧＤＰ比で０．９０％の黒字

であったと発表。前年同月末の財政収支は約１５．８

億レイ，対ＧＤＰ比で０．２４％の赤字であった。ま

た，５月末の政府歳入は約９３１億レイ（約２０９億

ユーロ）で，対ＧＤＰ比で１３．３％。一方，政府歳

出は約８６８億レイ（約１９５億ユーロ）で，対ＧＤ

Ｐ比で１２．４％となった。 (アジェルプレス通信) 

 

■金融等 

・２日，ＢＮＲは，５月末の外貨準備高を３０２億２，

０００万ユーロ（４月末の３００億９，４００万ユー

ロから増加），金準備高は１０３．７トンで不変と発

表。(ＢＮＲ) 

・１５日，４月末の経常収支等について次のとおり発

表。(ＢＮＲ) 

(1)経常収支は２，７００万ユーロの赤字。なお，前年

同期には３億２，６００万ユーロの赤字であった。 

(2)外国直接投資(ＦＤＩ)は，１１億６，４００万ユー

ロ。なお，１～４月末のＦＩＤは７億８，５００万ユ

ーロとなり，対前年同期比で４８％増加した。 

(3)中長期対外債務は，２０１４年末から４．６％減少

して，７２２億３，３００万ユーロ(対外債務全体の７

８．３％)。 

(4)短期対外債務は，２０１４年末から８．０％増加し，

２００億６，６００万ユーロ(対外債務全体の２１．

７％)。 

・ルーマニアにおけるギリシャ資本の銀行の資産は，

ルーマニアにおける銀行資産の１２％を占める。Ｂ

ＮＲによれば，ルーマニアにおけるギリシャ資本の

銀行は十分な流動性を有しており，預金の大量引き

出しへも対応できる。（２２付ズィアルル・フィナ

ンチアル紙） 

 

■労働・年金問題等 

・３日，ＩＬＯ基準による４月末の失業率は，３月の

失業率から０．１％ポイント増加，また２０１４年４

月末の失業率からも０．１％増加して，６．９％とな

った。(ＩＮＳ) 

・８日，４月の平均給与(グロス)は，２，５６４レイ(約

５８０ユーロ)で，対前月比で３５レイ(１．４％)増加。

平均給与(手取り)は１，８５７レイ(約４２１ユーロ)

で，対前月比で２８レイ(１．５％)増加。なお，平均

給与(手取り)が最も高かった業種は，原油・天然ガス

抽出業(５，０３１レイ，約１，１４１ユーロ)で，反

対に最も低かったのは宿泊・飲食業(１，０１４レイ，

約２３０ユーロ)。(ＩＮＳ) 

・２４日，ＩＬＯ基準による第一四半期の失業率は，

前年同期の失業率から０．７％ポイント増加し，７．

４％となった。(ＩＮＳ) 
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・３０日，国家雇用庁(ＡＮＯＦＭ)は，５月末の失業

率を，４月末の失業率から０．１９％ポイント低下し，

また，２０１４年５月末の失業率から０．０１％ポイ

ント増加して，４．９３％となったと発表。なお，同

月の失業者数は，４月末から１７，７５３人減少して

４４万５，４９４人。(ＡＮＯＦＭ) 

 

■格付（２０１５年７月１０日付） 

Fitch  外貨建長期(国債) ＢＢＢ－ (安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ  (安定的) 

 

Ｓ＆Ｐ 外貨建長期    ＢＢＢ－（安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ－（安定的） 

 

ＪＣＲ 外貨建長期    ＢＢＢ－ (ポジティブ） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ （ポジティブ） 

（内はアウトルック） 

 

我が国との関係 

■トラベリングバンド「ひのき屋」公演 

・６日，和楽器混成トラベリングバンド「ひのき屋」

がエクセルシオール劇場（ブカレスト市）においてコ

ンサートを実施した。 

 

■第２２回シビウ国際演劇祭における日本人演劇関

係者への表彰 

・１２－２１日に開催された第２２回シビウ国際演劇

祭において，２００８年の平成中村座公演の際に演出

を手がけるなどし，シビウ市の文化・芸術の発展に寄

与したことが高く評価された演出家の串田和美氏が

「ウォーク・オブ・フェーム」のプレートに名を刻ん

で「殿堂入り」を果たした。同演劇祭においては，日

本から４つの劇団等が参加した他，串田氏演出の下，

シビウ国立ラドゥ・スタンカ劇場が安部公房「幽霊は

ここにいる」の公演を行った。また，１４名の日本人

ボランティアスタッフがフェスティバルの運営を支え，

行事を盛り上げた。 

 

■上原ひろみ・ジャズコンサートの開催 

・３０日，ジャズピアニスト上原ひろみ女史率いる

"Hiromi : The Trio Project feat. Anthony Jackson & 

Simon Phillips"がラジオ・ホール（ブカレスト市）に

おいてコンサートを実施した。 

 

 


